
表 紙

11月１日 現在 前月比

男 7,144人 (－22)

女 7,365人 (－15)

計 14,509人 (－37)

世帯数 5,266戸 (－14)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… ４人
死亡…… 25人
転入…… ９人
転出…… 25人
婚姻…… ３組

市の人口と世帯
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再生紙を使用しています。

デッカイ｢ときわ大根｣採ったどー!!
常盤小学校３～６年生は、大根の栽培から収穫、販売までの
一貫した取り組みを、地元の方々の協力を得ながら行っていま
す。10月８日朝、この日サルナートで開催される「尾花沢もっ
とまるだし未来まつり」で販売する大根の収穫作業を体験しま
した。児童のひざ上まで伸びた大根の葉っぱをグイっと引き抜
くと、真っ白で丸々と太った大根が出た！30分ほどで畑は白い
大根でいっぱいに。６年生がデザインしたおそろいの「ときわ
大根」Tシャツを着て、率先して作業する児童たちの姿は、
「一人前」の風格さえ感じられるのでした。

（10月８日 鶴子地内にて)
※行事は、新型コロナウイルス感染予防対策をしながら行っています。
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非
常
時
に
迅
速
で
的
確
な
災
害
対
応
が
で

き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
備
え
る
た
め
、
市
で

は
隔
年
で
、
総
合
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

年
は
、
10
月
23
日
に
市
役
所
と
芦
沢
地

区
を
会
場
に
、
緊
急
情
報
伝
達
訓
練
や
住
民

安
否
確
認
訓
練
、
避
難
所
の
開
設
・
運
営
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

芦
沢
地
区
で
は
、
自
主
防
災
会
が
中
心
と

な
り
、
全
戸
に
配
付
し
た
黄
色
い
タ
オ
ル
を

使
っ
た
住
民
安
否
確
認
訓
練
を
実
施
。
午
前

９
時
に
市
内
一
斉
に
配
信
さ
れ
た
防
災
行
政

無
線
や
エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
を
訓
練
開
始
の
合

図
に
、
各
戸
で
は
無
事
を
意
味
す
る
黄
色
い

タ
オ
ル
を
道
路
か
ら
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
。

地
区
役
員
が
３
班
体
制
で
地
区
内
を
見
回
り
、

掲
示
さ
れ
た
黄
色
い
タ
オ
ル
を
目
視
で
確
認

し
、
住
民
の
安
否
状
況
を
把
握
し
ま
し
た
。

ま
た
市
役
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
避
難
所
の
開

設
・
運
営
訓
練
を
実
施
。
避
難
所
担
当
の
市

職
員
や
防
災
士
会
員
な
ど
20
人
が
市
役
所
に

参
集
し
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
に
配
慮
し
た
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
鈴
木
一
雄
県
防
災
士
会
副
会
長

に
よ
る
講
演
も
行
わ
れ
、
避
難
所
運
営
で
の

注
意
点
や
災
害
時
に
自
分
の
身
を
守
る
方
法

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※各事業等は、新型コロナウイルス感染防止対策を講じた上で行っています。
※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。

10月23日、市役所と芦沢地区を会場に、
｢第18回尾花沢市総合防災訓練」を開催。
行政・住民それぞれが、いざという時の災

害対応の方法・手順などを確かめました。
尾花沢市
総合防災訓練

近
年
、
全
国
的
に
豪
雨
災
害
が
頻
発
し

て
お
り
、
市
で
も
毎
年
の
よ
う
に
水
害
に

よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
消
防
本
部
で
は
、
水
害
発
生
時
に
備

え
、
毎
年
水
難
救
助
訓
練
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
備
え
と
対
応
力
を
強

化
す
る
た
め
、
今
回
初
め
て
尾
花
沢
警
察

署
と
の
合
同
水
難
救
助
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。訓

練
で
は
、
救
助
艇
な
ど
の
取
り
扱
い

や
、
要
救
助
者
の
救
助
訓
練
を
実
施
。
徳

良
湖
で
溺
れ
て
い
る
要
救
助
者
役
の
消
防

署
員
を
、
救
助
艇
で
助
け
に
向
か
っ
た
署

員
が
救
命
浮
環
（
浮
き
輪
）
を
投
げ
入
れ
、

水
か
ら
引
き
上
げ
る
救
助
方
法
を
実
践
し

ま
し
た
。

人
々
の
安
全
安
心
や
命
を
守
る
組
織
同

士
、
水
害
に
備
え
た
情
報
の
共
有
を
図
り
、

い
ざ
と
い
う
時
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
体
制

を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

消防本部・警察署
合同水難救助訓練

▲要救助者(溺れた人)に声をかけながら、救
助艇に引き上げる訓練を行う消防署員たち。

▲陸上での救助用のロープや救命浮環の投入
訓練。遠くの要救助者(溺れた人)の元にも
届くように投げ方を確認しました。

▲県防災士会による講演。避難所
では、避難者のケースバイケー
スに応じた対応ができるような
備えが大切とのこと。

▲避難所での段ボールベッド組み
立て作業を実践。２人１組で５
分程度で組み立てることができ
ます。

▲芦沢地区（88世帯）では、地区
民の参加により、黄色いタオル
を家の前に掲げて自分の家の無
事を知らせる訓練を実施。

▲芦沢地区での住民安否確認訓練。
本部を設置した芦沢公民館では、
巡回に出向いた役員からの報告
を受ける手順なども確認。

｢尾花沢市小中学校のあり方に関する基本方針｣

中学校の統合年度を決定しました
昨年度、各地区の検討委員会で小中学校のあり方を検討いただき、その報告を受け、今年２月に「尾花沢

市小中学校のあり方に関する基本方針」を決定しました。
その中で、中学校の統合については、市が基本方針(案)で示した令和５年度に対し、福原地区より令和９

年度を求める報告を受けたところです。この意向を踏まえつつも、地域の動向や教育環境の変化を考慮して
見極め、総合教育会議で判断していくこととしていました。
今回、10月27日に開催した総合教育会議において、中学校の統合年度を下記のとおり決定しましたので、

報告します。

１．中学校の統合年度について
令和８年度に福原中学校を尾花沢中学校に統合します｡

２．｢令和８年度に統合｣を決定した理由
①福原中の生徒数が、令和７年度までは50人台で推移するが、令和８年度には50人を下回る見通しで
あること。

②本市の中学生が、全教科への専門教諭が配置された環境での学習や、部活動の環境充実により自分
に合った部活動を選択できる等、充実した教育環境で学ぶことができること。

③部活動の地域移行が進められる中、統合により指導者の確保や練習環境など、本市の中学生が統一
した対応による活動ができること。また、各部の部員数が増えることで部活動運営にかかる保護者
負担が軽減されること。

④統合に向けた準備期間がほしいとの声に対し、令和５年度に両校で統合に向けた活動計画を作り、
令和６～７年度の２ヶ年の統合準備期間で十分な交流を図り、統合への準備ができること。

⑤福原中の制服を、令和６年度新入生から段階的に尾花沢中の制服に切り替えることにより、統一し
た制服での統合ができること。

⑥中学校の統合を、小学校の統合年度より１年早めることで、保護者の負担や閉校等に関わる地域の
方々の負担を軽減できること。また、しっかりした取り組みにより学校を閉じることができること。

⑦福原地区の保護者アンケートでは、単年度で見ると令和９年度統合を希望する声が最も多かったも
のの、この年度よりも早い段階での統合を望む声も多く、そうした声も考慮したこと。

３．中学校の統合に向けた推進計画

以上の推進計画のもと、スムーズな統合に向けて準備を進めてまいります。
◆こども教育課 ☎(22)1111【内線331】 ※市公式ホームページに詳しい内容を掲載しています。

年 度 統合に向けての準備 内 容

令和４年度 統合年度を総合教育会議で決定 •福中、尾中において、統合年度を見通した
令和５年度教育計画を策定

令和５年度 統合準備委員会立ち上げ・開催
•福中・尾中で統合に向けた活動計画作成
•中学校での修学旅行等行事の調整
•市内全小学校で、統合に向けた交流を実施

令和６年度
統合準備委員会開催
•学校連携部会
•ＰＴＡ連携部会
•地域連携部会

•統合準備委員会（年間３回程度開催）
•福原中閉校関係協議会
•中学校統合に向けた交流活動の実施
•制服の切替

令和７年度
•統合準備委員会（年間３回程度開催）
•福原中閉校関係協議会
•中学校統合に向けた交流活動の実施

令和８年度 統 合 尾花沢中の現校舎を使用して統合

10月４日、徳良湖にて、尾花沢
市消防本部と尾花沢警察署職員約
30人が、合同で水難救助訓練を行
いました。



【市報・おばなざわ 2022.11.15】－❻❼－【市報・おばなざわ 2022.11.15】

※各事業等は、新型コロナウイルス感染防止対策を講じた上で行っています。
※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。

｢エコドライブ｣を実践してみよう！

が期待！

11,950円(年間約 のガソリン代節約)

2050尾花沢市ゼロカーボンシティへの2050尾花沢市ゼロカーボンシティへの
チャレンジチャレンジ シリーズ③

CO２約 の削減194.0㎏

◆環境エネルギー課 生活環境エネルギー係 ☎(22)1112

自動車で省エネ ｢エコドライブ｣自動車で省エネ ｢エコドライブ｣
山形県の１世帯あたりの自動車保有台数は、令和４年３月で1.642台、全国第３位です

（全国平均1.032）。ゼロカーボンの取り組みとして、「エコドライブ」にも挑戦してみま
しょう。「エコドライブ」は、自動車からのCO２排出量を減らし、地球温暖化防止につな
げる運転技術や心がけのことです。「エコドライブ」によって交通事故を防ぐ安全運転に
もつながります。
山形県地球温暖化防止活動推進センターでは、エコドライブ講習会に参加してアンケー

トに回答した方に、抽選で素敵な商品が当たるエコドライブアクション（令和５年１月31
日まで）を行っています。ぜひチャレンジを！

2,000㏄/年間10,000㎞走行の場合

身近なところから､
できることから､
はじめてみよう。

アクション３
１．自分の燃費を把握しよう
２．ふんわりアクセル「ｅスタート」
３．車間距離にゆとりをもって、加速・減

速の少ない運転
４．減速時は早めにアクセルを離そう
５．エアコンの使用は適切に
６．無駄なアイドリングはやめよう
７．渋滞を避け、余裕をもって出発しよう
８．タイヤの空気圧から始める点検・整備
９．不要な荷物をおろそう
10．走行の妨げとなる駐車はやめよう
11．近距離は、徒歩や自転車で

▲エコドライブ
アクションの
詳細はこちら
から。

全
国
の
優
秀
な
和
牛
を
一
堂
に
集
め
、
改
良
の

成
果
を
競
う
場
と
し
て
５
年
に
１
回
開
催
さ
れ
て

い
る
「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」。
牛
の
姿
・
形

を
審
査
す
る
「
種
牛
の
部
」
と
、
肥
育
牛
の
肉
質

等
を
審
査
す
る
「
肉
牛
の
部
」
で
競
わ
れ
ま
す
。

｢和
牛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の

大
会
が
鹿
児
島
県
で
行
わ
れ
、
山
形
県
か
ら
は
、

「
肉
牛
の
部
」
の
代
表
と
し
て
尾
花
沢
市
内
の
畜

産
農
家
が
肥
育
す
る
黒
毛
和
牛
３
頭
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
南
九
州
市
の
知
覧
体
育

館
で
は
、
結
城
市
長
や
畜
産
業
関
係
者
の
方
々
が

見
守
る
中
、
全
国
か
ら
出
品
さ
れ
た
166
頭
の
審
査

が
行
わ
れ
、
尾
花
沢
牛
は
１
等
賞
の
評
価
を
受
け

ま
し
た
。

ま
た
、
霧
島
市
の
「
種
牛
の
部
」
会
場
で
は
、

都
道
府
県
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
山

形
県
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
で
結
城
市
長
が
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。
大
勢
の
来
場
者
に
尾
花
沢

牛
の
お
い
し
さ
や
そ
の
秘
訣
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
、
日

本
各
地
の
方
々
に
尾
花
沢
市
が
誇
る
肉
牛
を
知
っ

て
も
ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

10月６日～10日に開催された「第12回
全国和牛能力共進会鹿児島大会」に、山
形県代表として尾花沢牛３頭が出品され
ました。
また、山形県ＰＲブースでは、結城市

長がトップセールスを行いました。
全国和牛能力共進会
鹿児島大会

市役所西側駐車場を会場に、10月１日と10月16日、そばまつりが開催
されました。
参加者を県内・宮城県在住の方に限り、入場も時間制を導入するなど、

新型コロナ対策を講じての開催となりましたが、両日とも大勢のそば好
きたちが集まり、地元のそばを味わっていました。

食欲の秋！
そばまつり

▲「肉牛の部」セリ会場の知覧体育館で
出品された和牛の評価を見守る参加者
たち。

▲霧島市の会場に設けられた山形県ＰＲ
ブースで、尾花沢牛の説明をする結城
市長。

寺
町
ブ
ナ
共
生
の
森
を
歩
く
「
ブ
ナ
林
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
に
は
、
市
内
か
ら
19
人
が
参
加
。〝
ブ

ナ
源
水
〞
を
ス
タ
ー
ト
し
、
途
中
ブ
ナ
観
音
で
休

憩
し
て
、
尾
花
沢
サ
ー
キ
ッ
ト
場
ま
で
の
コ
ー
ス

を
歩
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
ブ
ナ
の
里
寺
町
振
興
会
代
表
の
髙

橋
進
一
さ
ん
よ
り
森
の
歴
史
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
、
黄
色
に
色
づ
き
始
め
た
ブ

ナ
林
の
中
を
森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
、
山

頂
の
サ
ー
キ
ッ
ト
場
に
到
着
。
参
加
者
は
秋
晴
れ

の
下
、
市
街
地
や
二
ツ
森
の
景
色
を
眺
め
て
達
成

感
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
上
柳
健
康
増
進
施
設
で
は
、「
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
☆
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

施
設
内
の
様
々
な
場
所
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
健
康

に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
探
し
、
回
答
用
紙
に
答
え
を

書
き
込
ん
で
い
き
ま
す
。
意
外
と
知
ら
な
い
用
語

や
知
識
も
あ
り
、
参
加
者
同
士
で
相
談
し
な
が
ら

答
え
を
決
め
る
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

10月15日、「ミニ健康フェスタin上柳
2022」が開催されました。
ブナ林散策や健康に関するクイズラリー

をしながら、健康を意識する一日を過ごし
ました。

ミニ健康フェスタ
in上柳2022

▲紅葉が始まったブナ林でウォーキングを楽
しむ参加者たち。樹々の間から差し込む陽
の光が幻想的。

▲ヘルスアップ☆クイズラリーの様子。施設
内を歩きながら、頭の体操にも挑戦！

尾花沢で収穫された原種
げんしゅ

「最
も

上
がみ

早生
わ せ

」の新そばを堪能。会場
には市内小学生による尾花沢そばの自由研究や、参加者がそば
を食べながら会場で詠んだ俳句なども展示されました。

おくのほそ道尾花沢そば街道

第24回新そばまつり第24回新そばまつり
10／16

尾花沢、大石田、村山それぞれの特徴が楽しめる、
３種類のそば盛り合わせが提供。食べ比べをして味
わいました。

尾花沢・大石田・村山
おくのほそ道最上川三そば街道

そばの里まつりそばの里まつり
10／１
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二ツ森の男山(742.4ｍ)登山が行われ、参
加者やスタッフ合わせて約30人が山頂を目
指しました。女山と比べ、急で険しい登山道
をロープをつかみながら登り、山頂に到着。
そこには尾花沢の街並みや遠くの山々を望む
360度の大パノラマが広がっていました。秋
晴れの空の下、爽やかな気分を味わいました。

10/18
玉野小学校｢大茶会」
お茶の心をお点前に込めて
全校生徒をおもてなし

市内小中学校で地産地消給食
尾花沢のお米とお肉を
牛丼で味わって10/19

玉野小５・６年生が、伊藤瓢堂さんの指導
で茶道を勉強しました。自分で作った上の畑
焼の抹茶碗を使い、お茶の点て方などを体験。
その後、習ったお点前を１～４年生に披露し、
お茶とお菓子でおもてなししました。

小中学生に市の特産品を味わってもらおう
と、「雪きらり」と「雪降り和牛尾花沢」を使
用した給食が提供されました。宮沢小の児童
たちは、ご飯の上に牛丼の具をのせて口いっ
ぱいに頬張り、あっという間に完食しました。
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載せきれなかった話題は｢尾花沢市公式ホームページ｣に掲載中。

URLはhttp://www.city.obanazawa.yamagata.jp
トップページ → くらし 市の情報 → ニュース特急便(※写真をクリック)

※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。
※イベント等は新型コロナ感染防止対策をとった上で行っています。

明治安田生命が、健康づくり等に役立てて
ほしいと、市に202,500円を寄附されました。
これは、豊かな地域づくりを応援する「地元
の元気プロジェクト」の一環で、本市にゆか
りのある社員からの募金と、会社拠出を合わ
せて贈呈されたものです。市の健康増進事業
などに活用させていただきます。

10/17

二ツ森男山紅葉トレッキング
秋晴れの山頂で望む
大パノラマに気分爽快！10/22

明治安田生命保険山形支社
｢私の地元応援募金｣寄附

▲寄附金の目録を結城市長に手渡す、中村裕之
明治安田生命山形支社市場統括部長(写真右側）。

夏の間、西原地区内で見守りやにぎわいづ
くりに一役買ってくれた108体のかかしたち
が、西原公民館脇の芝生に大集合。地区民た
ちはかかしが立ち並ぶ中、輪投げ大会やグラ
ウンド・ゴルフ大会、元地域おこし協力隊に
よる星空コンサートの鑑賞などをして、笑い
声が絶えない一日を過ごしました。

市内の親子16人が参加し、たなか工房で「サ
ンドブラスト体験教室」が行われました。参
加者は、自分で選んだガラスや陶器の器に
様々な模様のシールを貼り付け、容器に砂を
吹き付けます。シールをはがすと模様が浮か
び上がり、オリジナルのガラスアートが完成。
親子の思い出づくりができました。

10/１

10/９
西原かかしの郷｢ありがとうかかし君感謝祭｣
108体のかかしと
一緒に楽しむ地区民交流

尾花沢地区公民館｢サンドブラスト体験教室」
砂で描くガラスアート
で思い出づくり

10/６

10/18
常盤小３～６年生は総合的な学習の時間に

大根栽培に取り組んできました。今回、自分
たちで収穫した「ときわ大根」のみそ汁が給
食に登場。心を込めて育てた大根の美味しさ
を、児童みんなで夢中になって味わいました。

福原小２・３年生が原木シイタケを収穫し
ました。名木沢生産森林組合の國分さんと石
川さんからキノコの採り方などを教えてもら
い、収穫に挑戦。児童の顔ほどに成長したも
のもあり、児童たちは大収穫に大満足でした。

常盤小学校 収穫祭給食
みんなで育てた｢ときわ大根｣
おいしいね

福原小学校「シイタケ収穫体験」
たくさん採れたよ！
大きく育った原木シイタケ



【市報・おばなざわ 2022.11.15】－1213－【市報・おばなざわ 2022.11.15】

ぼ
く
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
仲
間
を
思
い
合
え
る

楽
し
い
ク
ラ
ス
で
す
。
今
ぼ
く
た
ち
は
、
自
分
た

ち
で
考
え
て
行
動
で
き
る
学
級
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
授
業
で
は
、
で
き
な
い
問
題
が
あ
る
と
、
理

解
で
き
る
ま
で
み
ん
な
で
深
く
考
え
る
こ
と
を
大

事
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
福
原
小
学
校
で
は

「
Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動
」
に
学
校
全
体
で
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
最
高
学
年
と
し
て
、
下
級
生
の

手
本
に
な
る
よ
う
に
本
気
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

特
に
ぼ
く
た
ち
が
力
を
入
れ
て
い
る
学
習
は

「
ふ
る
さ
と
学
習
」
で
す
。
ぼ
く
た
ち
は
こ
の
尾

花
沢
が
大
好
き
で
す
。
尾
花
沢
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

に
瓢
堂
先
生
に
お
話
を
聞
く
な
ど
し
て
、
ビ
デ
オ

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
多
く
の

人
に
尾
花
沢
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま
す
。

卒
業
ま
で
、
あ
と
85
日
。
一
つ
ひ
と
つ
の
こ
と

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
残
り
少
な
い

小
学
校
生
活
で
す
が
、
20
人
全
員
で
最
高
の
思
い

出
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

( )福原小学校
６年生(20人)

とても素直で、い
つも明るい笑い声が
学級に響き渡る20人
の子どもたち。持ち
前の明るさと前向き
な姿勢で様々な行事
をリードしてくれま
した。卒業まであと
４カ月。一人一人の
良さや成長を認め合
いながら、最高の思
い出を作っていきま
しょう。

青柳 道彦 先生

福原小学校６年

渡辺 翔斗さん(西原２)
東海林彩人さん(芦沢駅前)

たか

※撮影のため、一時的にマスクを外しています。

と

お
久
し
ぶ
り
で
す
！
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
会
田
朋
史
で
す
！
尾

花
沢
市
に
移
り
住
ん
で
早
半
年
が
経
ち
、
様
々
な
方
と
出
会
い
、
体

験
し
、
尾
花
沢
暮
ら
し
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。「
前
回
の
奮
闘
記

み
た
よ
〜
！
」
と
か
「
Ｔ
Ｖ
で
映
っ
て
い
た
の
み
た
よ
〜
！
」
と
か
、

声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
多
く
、
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
農
林
課
で
尾
花
沢
そ
ば
の
源
流
で
あ
る
原
種
「
最
上

早
生
」
の
保
存
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
ば
生
産
者
、
販
売
者
、
関

係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
、
他
種
と
の
交
雑
を
防
ぐ
た
め
に
宝
栄
牧

場
で
そ
ば
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、
私
は
草
刈
り
に
始
ま
り
、
土
づ
く

り
、
種
ま
き
、
ほ
場
管
理
、
収
穫
、
乾
燥
調
製
ま
で
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
農
業
に
は
ま
っ
た
く
無
縁
だ
っ
た
私
に
と
っ
て
一
連
の
作
業

は
と
て
も
大
変
で
、
自
然
を
相
手
に
す
る
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
手
間
暇
か
け
て
で
き
た
そ
ば
に
は
感
動
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
作
業
を
、
経
営
面
も
考
慮
し
な
が
ら
大
面
積
を
こ
な
す

農
家
さ
ん
を
本
当
に
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
そ
ば
打
ち
の
技
術
を
学
ん
で
い
く
予
定
で
す
が
、
原
点
で

あ
る
そ
ば
の
原
料
も
も
っ
と
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

目
標
に
向
け
て
、
急
が
ず
焦
ら
ず
一
歩
ず
つ
前
進
で
す
！

そ
ば
生
産
現
場
を
学
ぶ

会田
あいた

朋史
ともふみ

隊員
▲宝栄牧場そば畑の様子。約1.5haのそば畑
一面が真っ白になる光景は圧巻です。

▲収穫風景。刈取りしたそばの種を袋に詰め
ています。

あや と

そ
ば
マ
ス
タ
ー
へ
の
道
『
エ
ピ
ソ
ー
ド
１
』



☎
(28
)２
１
１
１

【ふ
れ
あ
い
作
品
展
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

に
参
加
し
よ
う
！
】

各
地
区
の
作
品
展
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
し
よ
う
！

■
参
加
方
法
／

①
各
地
区
の
作
品
展
、
ま
た
は
芭
蕉
、

清
風
歴
史
資
料
館
で
ス
タ
ン
プ
を
ゲ

ッ
ト
。

※
ス
タ
ン
プ
台
紙
は
、
各
地
区
公
民
館

・
資
料
館
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

②
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
ら
、
氏
名
・
電

話
番
号
・
住
所
を
明
記
の
上
、
各
地

区
公
民
館
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

③
抽
選
で
景
品
が
当
た
る
！

３
月
３
日
(金
)に
抽
選
会
を
行
い
ま

す
。
当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
締
切
日
／
２
月
27
日
(月
)

■
当
選
景
品
／

①
ス
タ
ン
プ
３
つ
以
上
…
オ
リ
ジ
ナ
ル

エ
コ
バ
ッ
グ
(100
名
）

②
ス
タ
ン
プ
５
つ
以
上
…
尾
花
沢
の
特

産
品
詰
め
合
わ
せ
(25
名
）

※
詳
し
く
は
各
地
区
公
民
館
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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消
防
本
部
予
防
保
安
係

☎
(22
)１
１
３
１

ど
ん
な
こ
と
で
も
人
権
擁
護
委
員
が

秘
密
厳
守
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
相
談
内
容
／
夫
婦
間
や
家
族
内
問
題
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
虐
待
、
い
じ

め
や
体
罰
、
隣
人
ト
ラ
ブ
ル
、
そ
の

他
困
っ
て
い
る
こ
と
。

■
日
時
／
12
月
１
日
(木
)

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
／
東
光
館

問
山
形
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
３
(625
)１
３
２
１

流
雪
溝
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
水
上
が

り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
冬
を
快
適
に

過
ご
す
た
め
、
流
雪
溝
の
使
用
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
中
網
を
開
け
て
投
雪
し
な
い
。

②
機
械
で
直
接
投
雪
し
な
い
。

③
勝
手
な
分
水
操
作
は
し
な
い
。

④
流
雪
溝
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
。

⑤
水
上
が
り
の
時
、
水
が
少
な
い
時
は

投
雪
し
な
い
。

問
建
設
課
維
持
管
理
係

☎
(22
)１
１
１
４

令
和
４
年
度
山
形
地
区

小
学
生
人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展

帯
に
対
し
、
除
雪
費
用
の
一
部
を
助
成

し
、
冬
の
安
心
安
全
な
市
民
生
活
を
応

援
し
ま
す
。

■
対
象
者
／

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

②
高
齢
者
に
加
え
重
度
心
身
障
害
者
が

い
る
世
帯

③
重
度
心
身
障
害
者
の
み
の
世
帯

※
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
世

帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税
、
ま
た

は
均
等
割
の
み
の
世
帯
に
限
り
ま
す
。

■
助
成
額
／

上
限
４
万
円
(千
円
券
を
40
枚
）

■
申
請
方
法
／
お
住
ま
い
の
地
区
担
当

民
生
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
社
会
福
祉
係
【内
線
175
】

子
ど
も
た
ち
の
防
火
教
育
と
火
災
予

防
の
啓
発
の
た
め
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
防

火
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
、
次
の
と

お
り
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

尾
花
沢
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

『
つ
け
た
火
は
ち
ゃ
ん
と
消
す
ま
で

あ
な
た
の
火
』

５
年

沼
澤
明
希
さ
ん

『
火
事
ゼ
ロ
で
自
ま
ん
し
よ
う
よ

尾
花
沢
』

５
年

大
類

岳
さ
ん

福
原
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

『
み
ん
な
の
願
い
声
か
け
指
差
し

火
災
ゼ
ロ
』

５
年

國
分
百
華
さ
ん

宮
沢
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

『
お
う
ち
時
間
家
族
で
点
検火事

防
ぐ
』

６
年

齊
藤

慶
さ
ん

玉
野
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

『
火
遊
び
は
し
な
い
さ
せ
な
い

火
の
用
心
』

６
年

遠
藤
光
一
郎
さ
ん

常
盤
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

『
よ
う
い
し
た
？
楽
し
い
花
火
は

バ
ケ
ツ
と
お
水
』

５
年

會
田
六
花
さ
ん

問
尾
花
沢
市
少
年
女
性
防
火
委
員
会

人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

■
場
所
／
悠
美
館

展
示
ホ
ー
ル

■
期
間
／
12
月
１
日
(木
)〜
11
日
(日
)

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

※
日
曜
は
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
山
形
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

(山
形
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
内
）

☎
０
２
３
(625
)１
３
２
１

令
和
４
年
度

防
火
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
発
表

確
定
申
告
等
で
障
害
者
控
除
を

受
け
る
要
介
護
認
定
者
の
方
へ

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い

方
で
も
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
確
定
申
告
等
の
際
、
障
害
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」
が
必
要
で
す
の

で
、
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
福
祉

課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
／
令
和
４
年
12
月
31
日
に
お

け
る
年
齢
が
満
65
歳
以
上
で
、
か
つ

介
護
保
険
の
要
介
護
１
〜
５
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方

人
権
な
ん
で
も
相
談

11
月
22
日
(火
)よ
り
、
１
対
１
の
出

会
い
支
援
の
新
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

「
Ａ
ｉ
(あ
い
)ナ
ビ
や
ま
が
た
」
の
新

規
登
録
を
開
始
し
ま
す
。
登
録
か
ら
お

相
手
探
し
ま
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

11
月
22
日
〜
12
月
31
日
は
登
録
料
半

額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
に
つ
き
、
登
録

料
が
半
額
の
５
千
円
に
な
り
ま
す
‼

や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
持
ち
物
／
申
請
者
の
顔
写
真
付
き
本

人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
等
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
福
祉
課
介
護
福
祉
係
【内
線
162
】

http://w
w
w
.city.obanazaw
a.

yam
agata.jp/fukushi/hoken

/fukushi-kaigo/kaigohoken-

seido/709

※流雪溝には絶対にゴミを捨て
ないでください。

【流雪溝の使用は12月１日からです】除
雪
費
用
の
一
部
助
成

居
住
し
て
い
る
自
宅
の
除
雪
を
自
力

で
行
う
こ
と
が
難
し
く
、
親
族
や
他
者

か
ら
除
雪
の
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
世

福
原
地
区
・
玉
野
地
区

ふ
れ
あ
い
作
品
展
開
催

地
区
の
皆
さ
ん
の
作
品
を
地
区
公
民

館
に
展
示
し
ま
す
。
ま
た
「
お
楽
し
み

抽
選
会
」
を
毎
日
行
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
内
５
地
区
作
品
展
の
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
同
時
開
催
中
で
す
。

【福
原
地
区
公
民
館
】

■
日
時
／
11
月
30
日
(水
)〜
12
月
４
日

(日
)
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
で
終
了

問
福
原
地
区
公
民
館

☎
(25
)２
７
９
８

【玉
野
地
区
公
民
館
】

■
日
時
／
12
月
３
日
(土
)〜
６
日
(火
)

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
玉
野
地
区
公
民
館

詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
３
(687
)１
９
７
２

https://w
w
w
.dsc-yam
agata.jp

■12月定例会日程(予定）
11月30日(水)10時～ 本議会
12月１日(木)10時～ 総務文教常任委員会
２日(金)10時～ 産業厚生常任委員会
５日(月)10時～ 一般質問
６日(火)10時～ 一般質問・議会運営委員会
８日(木)10時～ 本会議

■傍聴を希望される方へ／当日受付して傍聴できます。
なお、各委員会の傍聴をご希望の方は、事前にお問
い合わせください。
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、議場で
の傍聴は極力ご遠慮いただき、尾花沢市公式ホーム
ページ｢インターネット議会中継｣をご利用ください。
｢インターネット議会中継｣を
選択すると｢生中継｣｢録画映像｣を
ご覧いただけます。（http://www.
kensakusystem.jp/obanazawa-vod/)
■一般質問項目チラシ配布場所／
市役所１階市民サロン・各地区公民館・悠美館

問議会事務局 ☎(22)3755

市議会 12月定例会開催のお知らせ

▲議会中継は
こちらから。

田

流
雪
溝
の
使
用
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う
！

尾花沢市役所 代表 ☎(22)1111


